




小児パラプレジア発生の要因としては,多くの要因が認められている。特に先天性側彎症に

伴う脊髄異常については,昭和 53,54 年にて診断と治療につき報告したが,後天的脊髄脊椎

障害の報告は少くその実態も不明である。昭和55年度研究目的として,後天的要因の一つ

である小児期脊柱周辺腫瘍治療後,成長に伴う脊柱変形,脊髄障害につき実態を調査を行っ

た。私達は脊椎周辺腫瘍術後に高度側彎症を認め脊髄麻痺を来した症例を経験したので,

全国の小児外科,脳神経外科,整形外科 150 施設に対し・その実態を知る目的にてアンケー

ト調査を行った。52 施設より回答が得られ,術後 1 年以上経過している 73 例につき,脊柱

変形,脊髄神経障害の発生につき検討を加えた。 


